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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月3日(2015.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　露出条件を変えて撮影される複数枚の画像を合成する画像処理装置において、
　所定の値よりも露光量が小さい画像を検出対象の画像として、画像内の位置に応じた露
出誤差を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された露出誤差を補正するための補正情報を算出する算出手段
と、
　前記補正情報に応じて、前記検出対象の画像の露光量に応じたレベル調整を行う調整手
段と、
　前記レベル調整が行われた画像を含む複数枚の画像を合成して合成画像を生成する画像
合成手段と、を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、前記複数枚の画像のうち、前記露光量が所定の値以上の画像を基準画
像とし、当該基準画像と前記検出対象の画像とを比較することにより、画像の露出誤差を
検出することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記基準画像は、露光量が最も大きい画像であることを特徴とする請求項２に記載の画
像処理装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、
　前記基準画像と前記検出対象の画像を小領域に分割し、小領域毎の輝度値から小領域毎
に測定値を求める測定手段と、
　前記基準画像と前記検出対象の画像の同じ位置にある小領域単位で前記測定値を比較す
ることで当該小領域単位の比較値を求める比較手段と、
　前記比較値を集計する集計手段と、を有し、
　前記集計手段の集計結果から、前記検出対象の画像について露出誤差を検出することを
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特徴とする請求項２または３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記検出手段は、前記基準画像と前記検出対象の画像とを比較するときに、予め設定さ
れた撮影時の露光量を含めて比較を行うことを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置
。
【請求項６】
　前記所定の値よりも露光量が小さい画像は、高速シャッターを用いて撮影した低露出画
像であることを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像内の位置とは、前記検出対象の画像の垂直方向または水平方向のいずれか一方
の位置であることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記画像内の位置とは、前記検出対象の画像の中心からの距離であることを特徴とする
請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記算出手段は、前記検出対象の画像の垂直方向の位置のみに対応した補正情報と、水
平方向の位置のみに対応した補正情報を算出することを特徴とする請求項１に記載の画像
処理装置。
【請求項１０】
　前記露出条件を変えて複数枚の画像を撮影する撮影手段を更に有することを特徴とする
請求項１ないし９のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　露出条件を変えて撮影される複数枚の画像を合成する画像処理方法であって、
　検出手段が、所定の値よりも露光量が小さい画像を検出対象の画像として、画像内の位
置に応じた露出誤差を検出する検出ステップと、
　算出手段が、前記検出ステップにより検出された露出誤差を補正するための補正情報を
算出する算出ステップと、
　調整手段が、前記補正情報に応じて、前記検出対象の画像の露光量に応じたレベル調整
を行う調整ステップと、
　画像合成手段が、前記レベル調整が行われた画像を含む複数枚の画像を合成して合成画
像を生成する画像合成ステップと、を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１ないし１０のいずれか１項に記載された画像処理装置の各手
段として機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１ないし１０のいずれか１項に記載された画像処理装置の各手
段として機能させるためのプログラムを格納したコンピュータにより読み取り可能な記憶
媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　上記課題を解決し、目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、露出条件を変え
て撮影される複数枚の画像を合成する画像処理装置において、所定の値よりも露光量が小
さい画像を検出対象の画像として、画像内の位置に応じた露出誤差を検出する検出手段と
、前記検出手段により検出された露出誤差を補正するための補正情報を算出する算出手段
と、前記補正情報に応じて、前記検出対象の画像の露光量に応じたレベル調整を行う調整
手段と、前記レベル調整が行われた画像を含む複数枚の画像を合成して合成画像を生成す
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る画像合成手段と、を有する。
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